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 「優しさ」・「優しい」という言葉の意味を考えたい  校長 高橋 雅史 

  

現代は「優しさ」の時代。何に対しても，どこででも，「優しい」 

という言い方が溢れている時代です。かつて，「あ～よかったな  
あなたがいて―『優しさ』という温かい貯金―」という講演をお聞 
きしたことがあります。講師は，兵庫県西宮市で人権教育に取り組 
む教師達をサポートしている仲島正教さんです。この講演では下の 
ような「優しさ」について教えていただきました。 

 
「優」の字のつくり「憂」の意味は「なげき」「悲しみ」「心が晴れない」「切ない」，

そんなやるせない気持ちを表した文字です。へんの「ｲ」(にんべん)は，人を表しま
す。その「ｲ」と「憂」が組み合わされて「優」という字が形づくられています。 

なげいている仲間，悲しんでいる家族，心の晴れない友達，そして，切ない気持
ちでいっぱいの人。その隣にいつもいてくれる人，それが本当の「優しさ」のある
人間です。 

 
子どもたちのもつ「優しい人」のイメージは，どちらかというと「どこかへ連れ

ていってくれる親」「何でも買ってくれる祖父母」「宿題をださないでくれる先生」
「お小遣いをくれる親戚の人」・・・，などかもしれません。 

もしかしたら，「・・・してくれる」という言葉に表されるように，自分に対して
楽しい思いをさせたり，プラスのメリットを与えたりする人たちを「優しい」と思
っているかもしれません。特に，物を買うなど物理的に“与えられる”行為を，子

どもたちが「優しい」行為と感じてしまうことは，ある意味では，とてもこわいこ
とだと思います。 
 

テレビ，ゲーム，パソコン，インターネットなど，子どもを取り巻く環境は物理

的にはとても豊かで，子どもが家族の中でするべき役割も少なくなった現代です。
そんな中で，「買わずに，がまんしなさい」という親，「自分でしなさい」という祖
父母，「宿題は必ずしてきなさい」という教師，「そんなことは，絶対に許しません」
と叱ってくれる地域の方々。 

本当はそういう大人こそ，子どもを人間としてよりよく成長させようとする強い
意志をもった「優しい大人」ではないか，そんな思いをもちました。大人が「優し
さ」の意味をもう一度考える時が来ているのかもしれません。 
 

子どもたちが，物理的に物を与えられることを「優しい」と勘違いしては大変で
す。そして，「切ない」「やるせない」「悲しい」・・・そんな，「憂」の隣にあるのが
ゲームやスマートフォンの画面で，それらしか気を紛らせることができないのでは，

おそらく何の解決にもつながりません。子どもたちには，身近な人たちの「憂」の
隣にいつもいてくれる「人」，本当の「優しさ」をもった大人に育っていってほしい
といつも願っています。 

美しい日本海 豊かな自然 子どもたちの笑顔いっぱい磯部小  
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 １学期末に保護者の皆様から学校の様々な取組や子どもたちの－ 

様子等について学校評価アンケートに答えていただきました。ま 

た，子どもたちからも振り返ってもらいました。その中から２学 

期以降に重点的に改善していかにければならない点を中心にデー 

タと改善策等についてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ 学 期 学 校 評 価 を う け て 
 

とてもそう思う    そう思う    あまり思わない    思わない 

〔家庭学習について〕 

保 

護 

者 

児
童 

 〔２学期以降学校で重点的に取り組んでいくこと〕 

○家庭学習の大切さや「家庭学習の手引き」の使い方などについて，
もう一度学校で丁寧に指導したいと思います。また，がんばっている
様子などを様々な方法で紹介する工夫等もしていきます。 
○ご家庭でも強調旬間だけでなく，継続的に子どもたちが一生懸命家
庭学習に取り組むよう応援したり励ましたりしてあげてください。 

－２－ 

学校は，子どもが家庭学習に主体的に取り
組めるよう，指導・支援をしているか  

子どもは，自主的に目標時間以上の家庭学
習に取り組んでいたか  

子どもの家庭学習に対して，ほめたり，見守ったり，
確かめたり，応援したりすることができたか  
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宿題や自主学習をがんばり，自分でたてた目標時間以
上に取り組むことができましたか  

〔あいさつ，言葉づかいなどのマナーについて〕 

保
護
者 

(学校は )社会的なルールやマナーについ
てきちんとした指導を継続してきたか  

(子どもは )言葉づかいや公共の場所の使い方などのルール
やマナーを意識し，守ろうとする態度が育っているか  

児 

童 

(先生は )マナーやルールを身に付けられ
るようきちんと指導してくれましか  

(自分は )学校のルール，大人や他の子どもに対するマ
ナーなどをいつも考え，守っていましたか  

 〔２学期以降学校で重点的に取り組んでいくこと〕 

○特にあいさつや言葉づかいなどは，マンネリもあってか年度
当初よりマイナスに流れている傾向が見られます。児童会活動
などで子どもたちが主体的に取り組むよう工夫するとともに，
あいさつや言葉づかいの大切さに子どもたち自身が気づき，日
常化するように指導していきます。 
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－３－ 

〔仕事・責任感について〕 

保
護
者 

家の中でも自分の身の回りのことやお手伝いなどを
最後まで投げ出さずやりとげるよう指導していたか  

(子どもは )自分の事は自分でしようとする意識。最後まで
きちんと責任を果たそうとする態度が育ってきたか  

児 

童 

(先生は )せいそうやとうばんの仕事を，きちんと最後
までするようにいつも指導してくれましたか  

自分の仕事は .遊んだりなまけたりせず，
最後まできちんとやりとげましたか   
 

 〔２学期以降学校で重点的に取り組んでいくこと〕 
○責任をもってやりとげることは，生きていく上でとても大切なことであ
り，学校でも根気強く指導していきます。各ご家庭でも手伝いなどで「自
分の責任はきちんと果たす」ことを大切にしていってください。 

〔“自分の生命は自分で守る”態度・技能・判断力について〕 

保 

護 

者 

学校では，避難訓練や防災教育・安全指導など
で，生命を守る指導をしっかり行っているか  

いざという時の避難の仕方や身の守り方など
について，家族が話し合い確認しているか  

児 

童 

(先生から )避難訓練や安全のための指導で，危険から
身を守る方法を教えてもらいましたか  

(自分は )真剣に避難訓練をしたり，危険から身を守る
方法などについて考えたりできましたか  

 〔２学期以降学校で重点的に取り組んでいくこと〕 
○子どもたちの自己評価と保護者の皆様の評価はずいぶん違い，子ど
もたちの自己評価が甘めのようで少し気になります。防災教育を核に
して「自分の生命は自分で守る」ことのできる力を育てていきます。 

(子どもは )避難の仕方や身の守り方などが身に付い
ており，いざという時に実践できるか  
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〔学校の取組全般について〕 

保 
 

護 
 

者 

子どもは学校で楽しく過ご
しているか 

学級だより，学校だよりなどで子どもたちの学習活動
の様子，取組のねらいなどがよく伝えられているか  

行事や児童会活動などでは，子どもたちが自分のよさ
を発揮し，力一杯取り組めるよう工夫されているか  

問題が発生したときに，学校はすぐ対応するな
ど双方向の取組がなされているか  
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 ○それぞれの項目で，学校の取組をより改善していかなければならないことが見

えてきました。特に，子どもたちがやる気・本気で取り組めるような児童会や学
校行事になるよう工夫すること，問題等が起きた時に，家庭と連絡をとりながら
素早く適格に対応することなどを今後とも心がけていきたいと思います。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
二
年 

内
山 

ま
い
ろ
】 

  

わ
た
し
が
二
学
き
に
が

ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
二
つ

あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
め
は
、
国
語
で
す
。

わ
た
し
は
、
か
ん
字
や
か
ん

字
の
か
き
じ
ゅ
ん
を
ま
ち

が
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
ま
ち
が
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
し
っ

か
り
お
ぼ
え
た
い
で
す
。 

 

二
つ
め
は
、
ド
リ
ル
を
け

い
か
く
ど
お
り
に
す
す
め

る
こ
と
で
す
。
一
学
き
は
、

け
い
か
く
ど
お
り
で
き
な

く
て
、
し
め
き
り
近
く
に
あ

わ
て
て
や
っ
た
の
で
、
二
学

き
は
、
ま
い
日
こ
つ
こ
つ
す

す
め
ま
す
。 

 

 

わ
た
し
は
、
こ
の
二
つ
を

が
ん
ば
り
ま
す
。 

【
四
年 

井
田 

紬
】 

 

わ
た
し
が
２
学
期
に
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
国
語
で
す
。
わ
た
し
は

よ
く
漢
字
の
書
き
順
を
わ
す
れ
て
、

て
き
と
う
に
書
い
た
り
し
て
し
ま

う
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
書
き
順
を
覚
え

た
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
た
ま

に
見
直
し
を
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
う
っ
か
り
ミ
ス
が

多
い
の
で
見
直
し
を
さ
ぼ
ら
ず
に

し
た
い
で
す
。 

 

三
つ
め
は
、
ド
リ
ル
で
す
。
い
つ

も
さ
い
ご
に
た
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
、
こ
つ
こ
つ
進
め
た
い
で
す
。
と

く
に
計
算
ド
リ
ル
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
二
学
期
は
、
漢
字
ド
リ

ル
と
計
算
ド
リ
ル
を
両
方
た
め
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

二
学
期
は
、
こ
の
三
つ
を
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。 

－４－ 

子ども                

 

 
   

  

 夏休みが明けて，子どもたちの元気な声が学校に戻ってきました。 

 ２学期は，マラソン大会や文化祭，音楽発表会など様々な行事や 

活動が予定されています。また，学習が最も充実する季節を迎えます。 

 それぞれの場面々々で子どもたちが精一杯力を発揮できるよう，学校でもしっか

りと準備をして取り組ませていきたいと思います。 

 保護者の皆様，地域の皆様から取組への忌憚のないご意見をいただくとともに，

２学期の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期も 
よろしくお願いします 

 

２学期のめあて紹介
－３－ 
 

始業式に，各学年

の代表が２学期に

がんばりたいこと

を発表しました。 

【
五
年 

塚
田 

岳
人
】 

 
 

ぼ
く
が
、
新
学
期
が
ん
ば

り
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま

す
。 

 

一
つ
目
は
ド
リ
ル
で
す
。

ぼ
く
は
一
学
期
は
、
早
く
終

わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
二
学
期
は
ド
リ

ル
を
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
で

す
。 

 

二
つ
目
は
、
わ
す
れ
物
を

し
な
い
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、

一
学
期
わ
す
れ
物
が
多
く
、

学
校
に
取
り
に
来
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
二

学
期
は
、
わ
す
れ
物
を
な
く

し
た
い
で
す
。 

 

ぼ
く
は
、
こ
の
二
つ
の
こ

と
を
め
あ
て
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。 

【
三
年 

佐
藤 

驍
人
】 

  

ぼ
く
が
夏
休
み
に
一
番
楽
し

か
っ
た
事
は
、
家
族
旅
行
で
、

ふ
く
い
県
の
恐
竜
は
く
ぶ
つ
館

へ
行
っ
た
こ
と
で
す
。
と
く
に

心
に
の
こ
っ
た
の
は
、
ネ
ジ
で

作
っ
た
恐
竜
で
す
。
ぼ
く
は
、

ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
を
作
り
ま
し

た
。
上
手
に
で
き
ま
し
た
。 

 

次
は
、
二
学
き
に
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
コ
ン
パ

ス
で
き
れ
い
な
円
を
書
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。
コ
ン
パ
ス
は

は
じ
め
て
使
う
道
具
な
の
で
、
夏

休
み
に
少
し
練
習
し
ま
し
た
。
で

も
、
あ
ま
り
上
手
に
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
、
早
く
上
手
に

な
り
た
い
で
す
。 


